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１
、
本
書
の
概
要

本
書
は
、
明
治
学
院
の
百
五
十
年
の
歴
史
を
あ
と
づ
け
る
正
史

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

準
備
委
員
会
の
発
足
か
ら
刊
行
ま
で
約
七
年
。
近
年
の
各
学
校

の
年
史
編
纂
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
短
い
期
間
で
刊
行
に

こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。
関
係
者
の
非
常
な
努
力
と
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

は
じ
め
に
全
体
の
構
成
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

序
章　

文
学
の
な
か
に
登
場
す
る
明
治
学
院
の
風
景

　

第
一
節　

居
留
地
に
暮
し
た
宣
教
師
た
ち
─
若
き
生
命
の
朝
ぼ

ら
け

　

第
二
節　

文
学
青
年
の
つ
ど
う
学
び
舎
─
白
金
の
丘
に
根
深
く

　

第
三
節　

批
判
の
精
神
を
─
新
し
き
時
代
は
待
て
り

　

第
四
節　

都
市
化
、社
会
化
の
も
と
で
─
霄
あ
ら
ば
霄
を
窮
め
む

　

第
五
節　

響
く
軍
靴
と
忍
び
寄
る
銃
口
─
も
ろ
と
も
に
遠
く
の

ぞ
み
て

　

第
六
節　

新
生
と
再
生
と
─
眼
さ
め
よ
起
て
よ
畏
る
る
な
か
れ

第
一
章　

幕
末
・
維
新
か
ら
明
治
へ

　

第
一
節　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
東
洋
伝
道
と
日
本

　

第
二
節　

ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
の
日
本
伝
道

　

第
三
節　

ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
日
本
伝
道

　

第
四
節　

築
地
居
留
地
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

　

第
五
節　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
の
日
本
伝
道

　

第
六
節　

三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
合
同
の
日
本
基
督
一
致
教
会
の
成
立

　

第
七
節　

東
京
一
致
神
学
校
の
創
立

第
二
章　

明
治
学
院
と
白
金
の
丘

　

第
一
節　

キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
明
治
学
院

　

第
二
節　

文
部
省
訓
令
一
二
号
と
明
治
学
院

　

第
三
節　

日
本
基
督
教
会
と
神
学
部

　

第
四
節　

学
院
と
社
会
の
関
わ
り

　

第
五
節　

明
治
学
院
財
団
法
人
の
認
可

　

第
六
節　

明
治
の
終
り

第
三
章　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の
明
治
学
院

　

第
一
節　

大
正
自
由
教
育
と
明
治
学
院

　

第
二
節　

高
等
学
部
の
合
同
運
動
と
拡
充

　

第
三
節　

中
学
部
の
膨
張

　

第
四
節　

総
理
の
交
代

明
治
学
院
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編

『
明
治
学
院
百
五
十
年
史
』

（
学
校
法
人
明
治
学
院
　
二
〇
一
三
年
）

鈴
木
勇
一
郎
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第
五
節　

神
学
部
の
動
向

　

第
六
節　

明
治
学
院
教
会
の
設
立

　

第
七
節　

関
東
大
震
災
の
明
治
学
院

　

第
八
節　

大
正
期
の
宣
教
師
た
ち

第
四
章　

昭
和
戦
前
期
─
苦
難
の
道
を
歩
む

　

第
一
節　

昭
和
恐
慌
と
明
治
学
院

　

第
二
節　

戦
時
下
の
明
治
学
院

第
五
章　

戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ

　

第
一
節　

焼
け
跡
か
ら
の
再
出
発

　

第
二
節　

再
建
か
ら
変
革
の
時
代
へ

第
六
章　

拡
大
か
ら
充
実
し
た
教
育
を
目
指
し
て

　

第
一
節　

躍
進
す
る
明
治
学
院

　

第
二
節　

揺
れ
る
大
学
─
大
衆
社
会
化
と
大
学
の
動
揺

第
七
章　

新
た
に
世
紀
を
拓
く

　

第
一
節　

マ
ス
・
プ
ロ
化
す
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

　

第
二
節　

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
と
記
念
事
業

　

第
三
節　

新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
求
め
て

　

第
四
節　

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発

　

第
五
節　

平
和
を
掲
げ
て
学
院
の
理
念
を
検
証

　

第
六
節　

学
生
生
活
の
変
化
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

第
八
章　

明
治
学
院
高
等
学
校
の
歩
み

　

第
一
節　

戦
後
教
育
の
は
じ
ま
り
─
希
望
と
混
沌
の
中
で

　

第
二
節　

明
治
学
院
が
発
展
す
る
な
か
で

　

第
三
節　

激
動
の
一
九
七
〇
年
代

　

第
四
節　

急
激
に
進
む
少
子
化
に
向
け
た
模
索

　

第
五
節　

二
一
世
紀
の
明
治
学
院
高
等
学
校

　

第
六
節　

二
一
世
紀
の
可
能
性

第
九
章　

明
治
学
院
中
学
校・明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
の
歩
み

　

第
一
節　

東
村
山
高
等
学
校
の
開
設

　

第
二
節　

充
実
し
た
教
育
内
容
の
確
保

　

第
三
節　

相
次
ぐ
危
機
を
乗
り
越
え
て

　

第
四
節　

学
校
改
革
へ
の
道
程

　

第
五
節　

男
女
共
学
路
線
の
発
展
と
そ
の
後

　

第
六
節　

教
育
内
容
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て

第
一
〇
章　

テ
ネ
シ
ー
明
治
学
院
高
等
部
の
歩
み

　

第
一
節　

テ
ネ
シ
ー
明
治
学
院
の
開
校

　

第
二
節　

教
育
の
内
容
と
そ
の
特
徴

　

第
三
節　

日
々
の
授
業
と
寮
生
活
の
楽
し
み

　

第
四
節　

経
営
の
行
き
詰
り
と
閉
校

第
一
一
章　

世
紀
を
超
え
て
─
創
立
一
五
〇
周
年
を
目
指
し

　

第
一
節　

明
治
学
院
に
お
け
る
宗
教
活
動

　

第
二
節　

教
養
と
大
学
教
育

　

第
三
節　

明
治
学
院
同
窓
会
の
歩
み
と
大
学
同
窓
会
の
発
足

　

第
四
節　

専
門
教
育
・
研
究
の
充
実

　

第
五
節　

D
o for O

thers

（
他
者
へ
の
貢
献
）



− 133 −

書評

明
治
学
院
で
は
こ
れ
ま
で
年
史
と
し
て
、
一
九
二
七
年
に
『
明

治
学
院
五
十
年
史
』、
一
九
七
七
年
に
『
明
治
学
院
百
年
史
』
な

ど
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
本
書
は
こ
れ
ら
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

な
お
『
明
治
学
院
百
五
十
年
史
』
は
、
通
史
を
扱
う
こ
の
本
編
と

テ
ー
マ
ご
と
の
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
る
テ
ー
マ
編
か
ら
成
る
が
、

後
者
は
現
時
点
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
で
未
刊
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
稿
で
は
本
編
の
み
を
対
象
と
す
る
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

『
五
〇
年
史
』、『
一
〇
〇
年
史
』、『
一
五
〇
年
史
』
と
略
す
）。

本
書
で
は
学
校
の
通
史
を
そ
の
創
立
か
ら
説
き
起
こ
す
の
で
は

な
く
、
北
村
透
谷
、
島
崎
藤
村
、
賀
川
豊
彦
と
い
っ
た
明
治
学
院

に
関
わ
る
人
々
と
そ
の
文
章
を
と
り
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
時
代

の
状
況
を
代
弁
さ
せ
て
い
る
。

続
い
て
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
が
、
創
立
時
代
か
ら
昭
和
戦

前
期
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
書
後
半
の
、
第
五
章
か
ら
第

一
一
章
ま
で
が
戦
後
を
対
象
と
し
て
い
る
。

前
回
の
『
一
〇
〇
年
史
』
と
比
べ
て
構
成
上
の
大
き
な
相
違

は
、
戦
後
の
叙
述
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
が
、
戦
前
に
つ
い
て

は
、『
一
〇
〇
年
史
』
の
構
成
を
踏
襲
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。

ま
た
、『
一
〇
〇
年
史
』
と
同
様
に
社
会
問
題
と
の
絡
み
や
関
連

人
物
の
群
像
史
的
な
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。

２
、
本
書
の
特
色

次
に
内
容
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
い
く
つ

か
挙
げ
て
み
た
い
。

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
教
派
の
東

ア
ジ
ア
伝
道
か
ら
説
き
起
こ
し
、
ヘ
ボ
ン
に
よ
る
私
塾
を
源
流
と

し
て
、
そ
の
後
三
つ
の
教
派
が
共
同
し
て
明
治
学
院
と
い
う
学
校

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
姿
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
学
院
は
、
単
一
の
教
派
で
は
な
く
複
数
の
教

派
が
共
同
し
て
出
来
上
っ
て
い
っ
た
学
校
で
あ
る
。
こ
う
し
た
複

数
の
教
派
間
の
関
係
の
難
し
さ
が
あ
る
が
、
教
派
主
義
と
超
教
派

主
義
の
対
立
な
ど
、
本
書
で
は
こ
う
し
た
問
題
に
も
メ
ス
を
入
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
本
書
を
読
ん
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
と
長
老
教
会

が
ど
の
よ
う
な
教
派
で
、
ど
う
い
う
関
係
を
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い

た
の
か
、
評
者
に
は
よ
く
分
ら
な
か
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長

老
教
会
に
つ
い
て
は
、
一
応
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
説
明
が
あ

る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
い
。
ま

た
、
本
書
で
は
、
当
初
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と

が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
後
そ
の
関
係
性
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て

い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
確
で
あ
る
。
評
者
の
不
勉
強
と
い

わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
本
書
は
専
門
の
研
究
者
だ
け
で
は
な

く
、
校
友
や
一
般
の
読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
一
通
り
説
明
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
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は
な
い
か
と
思
う
。

社
会
問
題
と
の
関
わ
り
や
関
係
す
る
人
物
を
随
所
で
と
り
上
げ

て
い
る
こ
と
は
、『
一
〇
〇
年
史
』
な
ど
こ
れ
ま
で
の
明
治
学
院

の
年
史
類
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
で

も
こ
う
し
た
方
法
が
駆
使
さ
れ
、
叙
述
の
深
み
を
増
し
て
い
る
。

ま
た
本
書
で
は
、
学
校
内
で
生
じ
た
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
も

多
く
の
筆
が
割
か
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

特
に
、
中
学
部
や
高
等
学
校
な
ど
中
等
教
育
機
関
に
お
け
る
生

徒
の
「
不
行
状
」
に
つ
い
て
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
明
治

学
院
で
は
『
五
〇
年
史
』
以
来
比
較
的
あ
け
す
け
と
記
述
さ
れ
て

い
る
。
本
書
で
も
戦
後
の
中
学
・
高
校
に
お
け
る
礼
拝
や
生
徒
指

導
の
問
題
な
ど
に
、
突
っ
込
ん
だ
記
述
が
み
ら
れ
る
。

チ
ャ
ペ
ル
や
明
治
学
院
教
会
と
い
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
活
動
関

係
に
つ
い
て
も
、『
一
〇
〇
年
史
』
に
比
べ
て
踏
み
込
ん
だ
叙
述

が
な
さ
れ
て
い
る
。
明
治
学
院
教
会
の
行
き
詰
ま
り
と
再
建
の
繰

返
し
な
ど
、
苦
闘
す
る
さ
ま
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
紛
争
に
つ
い
て
は
、『
一
〇
〇
年
史
』
が
一
通
り
経
緯
を

羅
列
し
て
い
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
書
で
は
、

紛
争
の
背
景
と
し
て
学
生
た
ち
に
よ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」
に

対
す
る
問
い
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
、
以
前
の
年

史
類
の
流
れ
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
新
た
な
領
域
に
足
を
踏
み
出
し

て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
学
校
内
部
の
問
題
に
気
を
と
ら
れ
過
ぎ
て
、
他

の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
の
比
較
の
中
で
考
え
る
と
い
う
視
点
に
は

乏
し
く
、
そ
の
結
果
史
実
の
評
価
に
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い

箇
所
も
散
見
す
る
。

例
え
ば
一
九
〇
五
年
の
明
治
学
院
財
団
法
人
寄
附
行
為
の
制
定

に
つ
い
て
、
申
請
や
認
可
が
遅
か
っ
た
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
主
要
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
中
で
は
、
明
治
学
院

の
財
団
法
人
化
は
同
志
社
（
一
九
〇
一
年
）
に
次
い
で
早
い
。
青

山
学
院
財
団
法
人
は
翌
一
九
〇
六
年
、
財
団
法
人
立
教
学
院
に

至
っ
て
は
一
九
三
一
年
の
設
立
な
の
で
、
比
較
的
早
期
に
財
団
法

人
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
と
の
比
較
の
中
で
考
え
る
と
、
ま
た
異
な
っ
た
位
置
づ
け
が
見

え
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

戦
後
に
関
し
て
は
、
学
院
と
大
学
を
一
体
化
さ
せ
た
構
成
を

と
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
・
高
は
別
建
て
で
章
節
を
構
成
し

て
い
る
が
、
一
見
す
る
と
こ
う
し
た
構
成
は
中
高
が
「
付
属
校
」

的
な
存
在
と
の
印
象
を
受
け
て
し
ま
う
。
実
際
に
は
本
書
を
読
み

進
め
る
と
、
高
校
か
ら
大
学
へ
の
「
移
行
」
問
題
な
ど
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
が
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
一
方
で
、
学
院
と
大
学
の
記
述
が
一
体

化
し
て
い
る
こ
と
で
、
戦
後
の
中
高
大
各
学
校
間
の
制
度
的
な
基

本
的
な
関
係
が
分
り
難
く
、
戦
後
の
学
院
全
体
の
動
き
が
捉
え
に

く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
戦
後
の
途
中
か
ら
時
代
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
叙
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述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
通
史
の
流
れ
が
掴
み
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
特
に
戦
後
の
部
局
の
部
分
な
ど
で
は
、
記
述
の
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
く
、
ま
と
め
て
長
期
間
を
記
述
し
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
場

合
も
あ
る
が
、
そ
の
困
難
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
。
部
局
史

的
な
部
分
で
は
、
現
状
分
析
的
な
記
述
が
多
く
を
占
め
て
い
る
も

の
も
多
く
、
国
際
学
部
に
至
っ
て
は
、
設
置
に
至
る
経
緯
に
つ
い

て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

も
う
一
つ
本
書
を
通
読
し
て
気
に
な
っ
た
の
は
、
注
の
付
け
方

に
一
貫
性
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
な
事
項
で
も

出
典
不
明
の
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け
後
半
に
な
る
に

従
っ
て
、
注
の
数
は
減
り
、
戦
後
に
つ
い
て
は
一
部
を
除
き
出
典

注
自
体
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

例
え
ば
、
二
九
四
頁
で
は
戦
後
新
制
の
教
育
制
度
が
発
足
す
る

際
に
、
中
学
校
を
七
年
制
高
等
学
校
に
改
組
す
る
構
想
が
あ
っ
た

こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、『
一
〇
〇
年
史
』
に
も
記
述
が
な

く
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
史
料
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
分
ら
な

い
。
と
り
わ
け
後
半
に
こ
う
し
た
箇
所
が
目
に
付
く
。

ま
た
戦
後
の
大
学
紛
争
や
大
学
改
革
問
題
に
関
連
し
て
声
明
や

意
見
書
の
類
が
多
数
出
さ
れ
、
本
文
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
出
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
。
こ
う
し
た
こ
と
で
は
記
述
内
容
の
検
証
が
で
き
な
い
。

３
、
創
立
年
の
問
題

す
で
に
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
年

史
と
し
て
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
試
み
を
す
る
な
ど
、
高
く

評
価
で
き
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

本
書
は
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
、
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
れ
は
創
立
年
の
問
題
で
あ
る
。

『
一
〇
〇
年
史
』
は
、
一
九
七
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
今
回

の
『
一
五
〇
年
史
』
は
、
二
〇
一
三
年
の
刊
行
で
あ
り
、
前
回
か

ら
三
十
数
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
『
一
〇
〇
年
史
』
ま
で
は
、
一
八
七
七
年
の
東
京
一
致

神
学
校
の
設
立
を
以
て
明
治
学
院
の
創
立
と
捉
え
て
き
た
の
に
対

し
、『
一
五
〇
年
史
』
で
は
一
八
六
三
年
か
ら
数
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
学
校
法
人
明
治
学
院
理
事
会
は
、
創
立
年
を
変

更
し
、
一
八
六
三
年
の
ヘ
ボ
ン
塾
の
開
設
に
そ
の
起
源
を
求
め
る

こ
と
を
決
め
た
。
今
回
の
『
一
五
〇
年
史
』
は
、「
創
立
」
を
変

更
し
て
か
ら
初
の
明
治
学
院
の
正
史
で
あ
る
。

本
書
の
中
で
は
、
創
立
年
の
変
更
に
つ
い
て
当
然
説
明
が
あ

り
、
学
院
長
の
大
西
晴
樹
は
①
東
京
一
致
神
学
校
の
後
身
で
あ
る

明
治
学
院
神
学
部
は
東
京
神
学
大
学
に
統
合
さ
れ
、
現
在
明
治
学

院
か
ら
分
離
し
て
い
る
。
②
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
普
通
教
育
を
行

う
東
京
一
致
英
和
学
校
の
系
譜
を
た
ど
れ
ば
ヘ
ボ
ン
の
私
塾
に
行
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き
つ
く
、
と
し
て
い
る
。

確
か
に
ヘ
ボ
ン
が
一
八
六
三
年
に
私
塾
を
開
設
し
、
そ
の
系
譜

を
た
ど
れ
ば
明
治
学
院
に
つ
な
が
る
こ
と
自
体
は
、
ま
ち
が
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
即
「
創
立
」
と
す
る
か
は
別
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
東
京
一
致
神
学
校
開
設
時
を
以
っ

て
「
創
立
」
と
す
る
説
明
は
、
誤
り
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
。
少
な
く
と
も
そ
の
辺
り
の
総
括
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
明
治
学
院
で
は
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
、
ア
メ
リ
カ
オ

ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
教
会
と
い
っ
た
各

教
派
の
「
一
致
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重

点
を
置
い
て
い
た
。

こ
の
中
で
ヘ
ボ
ン
が
一
八
六
三
年
に
創
立
し
た
私
塾
は
、
最
も

時
期
が
早
い
も
の
で
あ
り
、
時
系
列
的
に
は
こ
こ
に
端
を
発
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
ヘ
ボ
ン
は
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教

師
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
は
独
自
に
活
動

し
、
日
本
で
の
伝
道
活
動
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
長
老
教
会
は
、
ま
だ
日
本
に
宣
教
師
を
派
遣
し
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
後
に
明
治
学
院
を
形
作
る
こ
と
に
な
る
三
教
派

は
、
当
初
独
自
に
日
本
で
の
伝
道
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

明
治
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
の
宣
教
師
で
あ
る
ス
タ
ウ

ト
や
続
い
て
バ
ラ
は
、
伝
道
を
進
め
る
中
で
自
ら
私
塾
を
立
ち
上

げ
た
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
私
塾
は
ヘ
ボ
ン
塾
よ
り
創
立
は
新
し

く
、
ま
た
最
終
的
に
は
明
治
学
院
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た

存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
私
塾
は
当
初
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヘ
ボ
ン
や
続

い
て
私
塾
を
設
立
し
た
カ
ロ
ザ
ー
ス
な
ど
と
は
、
別
個
の
活
動
主

体
で
あ
っ
た
。

ヘ
ボ
ン
塾
を
明
治
学
院
の
「
創
立
」
と
す
る
と
、
こ
の
塾
に
端

を
発
す
る
系
統
が
明
治
学
院
の
「
正
統
」
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
改

革
派
な
ど
、
他
の
系
統
は
「
傍
流
」
と
な
り
か
ね
な
い
。

実
は
、
何
を
も
っ
て
「
創
立
」
と
す
る
の
か
は
、
明
治
学
院
だ

け
で
な
く
多
く
の
学
校
が
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
系
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し

て
青
山
学
院
が
あ
る
。
現
在
こ
の
学
校
は
、
一
八
七
四
年
を
創
立

年
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
婦
人
海
外
伝
道

局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
ス
ク
ー
ン
メ
ー
カ
ー
が
私
塾
を
開
設

し
た
年
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
青
山
学
院
が
こ
の
年
を
以
て
学
校
の

創
立
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
し
ば
ら

く
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
青
山
学
院
で
は
、
長
ら
く
一
八
八
三
年
を
創
立
年
と

し
て
き
た
。
こ
れ
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
が
、
青
山
の
地
に
東

京
英
和
学
校
を
設
立
し
た
年
で
あ
る
。
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ス
ク
ー
ン
メ
ー
カ
ー
が
開
設
し
た
私
塾
女
子
小
学
校
は
、
そ
の
後

青
山
女
学
院
と
称
し
、
女
子
校
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
、
東
京

英
和
学
校
は
そ
の
後
青
山
学
院
と
称
し
、
男
子
校
と
な
っ
て
い
っ

た
。
両
者
は
明
治
、
大
正
時
代
を
通
じ
て
別
々
の
学
校
と
し
て
存

在
し
た
。

青
山
学
院
と
青
山
女
学
院
は
、
関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
て
合

併
す
る
が
、
そ
の
後
も
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
東
京
英
和
学
校

を
も
っ
て
青
山
学
院
の
「
創
立
」
と
し
て
き
た
。
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
、
戦
後
こ
の
見
解
を
改
め
て
女
子
小
学
校
の
開
設
か
ら
数

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
創
立
年
変
更
後
初
め
て
の
年
史

と
な
っ
た
『
青
山
学
院
八
十
五
年
史
』
で
も
、
そ
の
明
確
な
理
由

は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
青
山
学
院
の
多
く
を
占
め
る
青
山
学
院
大
学

は
、
男
子
系
の
青
山
学
院
か
ら
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ス

ク
ー
ン
メ
ー
カ
ー
の
女
子
小
学
校
の
系
譜
を
直
接
受
け
継
い
で
は

い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
学
校
の
来
歴
を
語
る
の
は
多
く
の
困

難
を
伴
う
。
こ
う
し
た
来
歴
に
ま
つ
わ
る
語
り
の
分
裂
は
、
単
に

過
去
の
回
顧
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方

を
考
え
る
際
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ス
ク
ー
ン
メ
ー
カ
ー
が
女
子
小
学
校
を
開
設
し
た

こ
と
や
、
ヘ
ボ
ン
が
私
塾
を
開
設
し
た
こ
と
自
体
は
事
実
で
あ
る

が
、
ど
れ
を
も
っ
て
「
創
立
」
と
考
え
る
か
は
、
各
学
校
の
性
格

や
位
置
づ
け
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

従
っ
て
、「
創
立
」
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
の
性
格

に
対
す
る
自
己
認
識
も
変
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
学
校

に
対
す
る
自
己
認
識
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
る

学
校
の
来
歴
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
と
こ

ろ
が
『
一
五
〇
年
史
』
で
は
、「
重
複
を
避
け
」
る
と
し
て
、

『
一
〇
〇
年
史
』
ま
で
の
叙
述
を
踏
襲
、
な
い
し
は
要
約
し
て
い

る
部
分
が
非
常
に
多
い
。

も
と
よ
り
、
過
去
に
起
こ
っ
た
事
象
を
全
て
叙
述
す
る
と
い
う

こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
歴
史
を
編
む
際
に
は
自
ず
と
取
捨
選
択
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
そ
れ
は
、
そ
の
時
点

で
歴
史
を
語
る
の
に
何
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
重
要
な
の
か
と
い

う
観
点
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
以
前
の
年
史
と
重
複
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
か
つ
て
な
ぜ
東
京
英
和
一
致
神
学
校
に
起
源
を
求

め
て
い
た
の
か
、
そ
の
要
因
と
過
程
く
ら
い
は
、
総
括
し
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４
、
戦
時
中
の
問
題
と
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

戦
時
期
は
と
り
わ
け
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
歴
史
を
語
る
上

で
重
要
な
時
期
と
い
え
る
。
前
回
の
『
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
こ

の
時
期
を
一
学
徒
兵
の
個
人
史
を
追
う
こ
と
で
代
弁
し
て
い
る

が
、
本
書
で
は
学
院
全
体
の
動
向
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
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な
っ
て
い
る
。

戦
時
中
の
明
治
学
院
に
関
し
て
は
、
一
九
九
五
年
に
当
時
の
学

院
長
中
山
弘
正
が
、
戦
時
中
の
理
事
長
富
田
満
や
学
院
長
矢
野
貫

城
な
ど
学
院
関
係
者
に
つ
い
て
「
時
局
下
の
植
民
地
支
配
の
推
進

に
手
を
貸
し
、
戦
争
協
力
を
行
っ
た
」
と
し
た
「
戦
責
告
白
」
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ

が
ち
な
、
日
本
の
一
般
的
傾
向
と
は
一
線
を
画
」
す
と
本
書
が
自

賛
し
て
い
る
よ
う
に
、
評
価
の
難
し
い
こ
と
に
一
定
の
見
解
を
示

す
と
い
う
こ
と
自
体
は
確
か
に
重
要
な
こ
と
だ
と
言
え
る
。
だ

が
、
本
書
の
他
の
部
分
の
多
く
で
は
、
こ
う
し
た
「
主
体
」
や

「
行
動
」
の
検
証
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
印
象
を
ど
う
し
て
も
抱
い
て
し
ま
う
の
で
、
本
書
の
他
の

箇
所
に
比
し
こ
こ
だ
け
が
突
出
し
て
い
る
と
い
う
印
象
は
ぬ
ぐ
い

え
な
い
。

ま
た
、
当
時
の
学
院
関
係
者
ら
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
考
え

る
と
、
こ
う
し
た
評
価
に
は
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。

例
え
ば
矢
野
貫
城
院
長
は
、「
戦
責
告
白
」
や
本
書
で
は
、
時

局
に
追
随
す
る
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
に
描
か
れ
る
が
、
実
際
に
は

彼
な
り
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し
て
の
明
治
学
院
を
守
る
た
め
に

腐
心
し
て
い
た
よ
う
だ
。

当
時
、
文
部
省
専
門
教
育
局
監
理
課
長
と
し
て
明
治
学
院
を
含

む
高
等
教
育
機
関
の
監
督
行
政
に
当
っ
て
い
た
剱
木
亨
弘
は
、
矢

野
が
青
山
学
院
な
ど
他
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
対
す
る
陸
軍
の
動

向
に
気
を
配
る
と
と
も
に
、
明
治
学
院
を
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し

て
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
心
を
砕
い
て
い
た
こ
と
を
後
に
回
想
し
て

い
る

（1）

。
明
治
学
院
は
一
九
三
八
年
に
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
ノ
趣
旨
ヲ

奉
戴
シ
」
と
の
文
言
を
寄
附
行
為
に
付
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

矢
野
の
院
長
就
任
前
で
あ
る
上
に
、
そ
の
後
も
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
あ
る
こ
と
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
あ
た
り
、
キ
リ

ス
ト
教
主
義
を
寄
附
行
為
か
ら
全
面
的
に
削
除
し
た
立
教
学
院
な

ど
と
比
べ
る
と
戦
時
中
の
対
応
に
つ
い
て
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

確
か
に
戦
時
中
の
矢
野
ら
当
時
の
学
院
幹
部
の
行
な
い
に
は
、

今
日
の
視
点
か
ら
す
る
と
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。

だ
が
、
ひ
た
す
ら
時
流
に
媚
び
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
厳
し
い

制
約
が
あ
る
当
時
の
状
況
の
中
で
彼
ら
な
り
に
そ
の
役
割
を
懸
命

に
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

５
、
本
書
の
意
義

　

本
書
の
最
終
章
で
は
、
明
治
学
院
の
教
育
モ
ッ
ト
ー
”Do for 

O
thers

”に
つ
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
本
文
中
に
こ
の

モ
ッ
ト
ー
自
体
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
誰
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
意

味
で
唱
え
て
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
な
の
か
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
来
歴
を
持
つ
の
か
、
部
外
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者
に
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
ば
が
、
ヘ
ボ
ン

が
唱
え
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
第
一
一
代
学
長
大
塩
武
の
よ

う
な
、
後
世
の
人
間
が
作
り
出
し
た
も
の
な
の
か
、
は
っ
き
り
し

な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
を
検
証
す
る
と
い
う
の
な
ら
、
ま
ず
こ
の

辺
り
を
掘
り
下
げ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
本
書
は
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
分
担
し
た
よ
う
だ

が
、
各
章
ご
と
の
執
筆
者
は
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
の

部
分
を
誰
が
担
当
し
て
い
た
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
刊
行
委
員
会
が
原
稿
に
手
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
が
、
本
書
が
明
治
学
院
の
歴
史
に
関
す
る
個
々
の
関

係
者
の
研
究
調
査
活
動
の
成
果
と
考
え
た
場
合
、
や
は
り
執
筆
箇

所
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
問
題
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
と
り
わ
け
本
書
は
大
嘗
祭
問
題
な
ど
、
政
治
性
の
強
い
部

分
も
多
く
、
本
書
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

に
執
筆
者
の
責
任
表
示
は
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
く
べ
き
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
批
判
め
い
た
こ
と
も
述
べ
て
き
た
が
、
本
書
が
長
い
歴

史
を
有
す
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
歴
史
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た

と
い
う
点
で
、
貴
重
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
今

後
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
年
史
の
編
纂
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
と

な
る
だ
ろ
う
。

註（1）　
『
剱
木
亨
弘
氏
談
話
速
記
録
』（
内
政
史
研
究
資
料；

第
二
四
九
―
二
五
三
集　

一
九
七
三
～
七
五
年
）、
お
よ
び
気
賀
健
生
に
よ
る
剱
木
亨
弘
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録

音
記
録
。
前
者
は
、
文
部
官
僚
と
し
て
の
剱
木
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
の
で
、

明
治
学
院
お
よ
び
矢
野
に
つ
い
て
は
、
軽
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
な
の
に
対

し
、
後
者
は
戦
時
中
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
な
の
で
、
矢
野
の
言

動
、
行
動
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
言
及
が
あ
る
。

　
　

こ
の
中
で
剱
木
は
、
次
の
よ
う
に
矢
野
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
（
一
九
四
三
年
六
月
、
青
山
学
院
に
対
し
て
陸
軍
の
臨
時
査
閲
が
実
施
さ
れ
る
と

の
情
報
に
接
し
て
）「
明
治
学
院
の
矢
野
貫
城
先
生
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
そ
の
こ

と
を
心
配
さ
れ
ま
し
て
ね
。」

　
（
青
山
学
院
に
対
す
る
査
閲
の
翌
朝
）「
す
ぐ
矢
野
貫
城
先
生
が
こ
ら
れ
ま
し
て

ね
、
剱
木
君
、
ど
う
だ
っ
た
と
。
あ
な
た
の
と
こ
ろ
は
安
心
で
す
よ
。
あ
な
た
の

と
こ
ろ
へ
は
行
き
ま
せ
ん
か
ら
。
あ
あ
そ
う
か
と
い
っ
て
安
心
さ
れ
ま
し
た
。」


